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令和 8 年度 北海道難病医療提供体制整備事業 Web 研修会のご案内 

『パーキンソン病の治療は今どう進化しているの？』 

～症状と治療、キホンの“キ”から最新 iPS 細胞治療の現状まで～ 

 

拝啓 

時下ますますご清栄のこととお喜び申し上げます。また、日頃より北海道難病医療提供体制整備

事業にご理解ご協力をいただき、厚く御礼申し上げます。 

この度、事業の一環として「パーキンソン病」をテーマに Web 研修会を開催いたします。ご多

忙とは存じますが是非ご参加いただきたくご案内申し上げます。 

つきましては、別紙に記載の申込 URL または、QR コードより事前申し込みをお願いいたします。 

また、本研修会は、お申し込みをいただいた方へ後日オンデマンド配信(YouTube 限定公開)をい

たします。当日視聴がかなわない方も是非お申し込みいただけますと幸甚です。 

敬具 

記 

神経難病の分野において最も患者数が多く、また、医療従事者・支援者の皆様から研修会開催のご要望

が最も多い疾患、『パーキンソン病』にフォーカスします。 

今回は、「これってパーキンソン病の症状？」「いろいろな内服薬があってよくわからない」「iPS 細胞

治療について知りたい」と感じている医療従事者・支援者の幅広い疑問や希望にこたえるべく、パーキン

ソン病のキホンの“キ”から話題の最新 iPS 細胞治療について学べる研修会としました。 

講師は、当院の名誉院長であり、神経難病、特にパーキンソン病を専門的に診療されてこられ、また、

YouTube「パーキンソン病の話【サロン・ド・PD】（全 10 回）」は、視聴回数が約 40 万回再生となるな

ど、長きにわたり、多方面で道内のパーキンソン病診療をリードされてきた菊地誠志先生です。 

パーキンソン病の支援に役立つ内容です、是非一緒に学んでいきましょう。 

  

『パーキンソン病の治療は今どう進化しているの？』 

～症状と治療、キホンの“キ”から最新 iPS 細胞治療の現状まで～ 

1．開催日時  令和 8 年 11 月 26 日（木） 18 時 00 分～19 時 15 分 

2．対 象 者  医療関係者、保健行政機関、難病支援者 等 

3．開催方法  Zoom ウェビナー ＊後日オンデマンド配信(YouTube 限定公開)あり 

4．プログラム  別紙参照 

5．参 加 費  無料 
 

連絡先 札幌市西区山の手 5 条 7 丁目１－１ 
国立病院機構北海道医療センター 
難病診療センター  難病医療相談室 
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